






〔研究目的〕 

 高コレステロール血症や低αリポ蛋白血症は,虚血性心疾患の主要な危険因子の一つで

ある。高コレステロール血症や低αリポ蛋白血症には,発症に遺伝素因が強く関与している

ケースが少なからず存在し,集団中の頻度も高い。このような人達は,虚血性心疾患に罹患

する危険率が高いので,その遺伝素因の有無の診断法を確立し,予防対策を講じる必要があ

る。現在,欧米白人を中心に,血清リポ蛋白代謝に関与している遺伝子の個体間変異と,虚血

性心疾患,高コレステロール血症,及び低αリポ蛋白血症との関連が盛んに研究されてい

て,LDLレセプター遺伝子,アポリポ蛋白(アポ)AI－CIII遺伝子群,アポB遺伝子等で重要な

成果が得られつつある。しかし,遺伝子の個体間変異の特徴やその疾患との関連については,

人種間で異なっている場合が多いので,日本人については,遺伝素因の診断法を独自に開発

する必要がある、 

 本研究の目的は,血清リポ蛋白代謝に関与している遺伝子の異常によって起きる虚血性

心疾患の素因の診断法を開発することである。今年度は,心筋硬塞とアポ AI-CIII 遺伝子群

の DNA 多型(RFLPs)との関連について報告する。 


